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泌尿器科学分野 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 13 0 3 35 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

酒井英樹・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省 

酒井英樹・教授 長崎県移植医療推進協議会委員 長崎県 

酒井英樹・教授 国民健康保険診療報酬審査委員 長崎県 

酒井英樹・教授 会長 長崎県腎不全対策協会 

酒井英樹・教授 評議員 (公財)長崎県健康事業団 

酒井英樹・教授 理事 NPO 法人 前立腺がん検診推進ネットワーク 

酒井英樹・教授 代議員 (一社)日本泌尿器科学会 

酒井英樹・教授 理事 西日本泌尿器科学会 

酒井英樹・教授 理事 九州泌尿器科連合地方会 

酒井英樹・教授 理事 日本内分泌外科学会 

酒井英樹・教授 代議員 (一社)日本移植学会 

酒井英樹・教授 評議員 日本画像医学会 

酒井英樹・教授 評議員 (一社)日本泌尿器内視鏡学会 

酒井英樹・教授 評議員 日本老年泌尿器科学会 

酒井英樹・教授 世話人 日本腎泌尿器疾患予医学研究会 

酒井英樹・教授 世話人 日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会 

酒井英樹・教授 世話人 泌尿器分子・細胞研究会 
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酒井英樹・教授 世話人 九州小児泌尿器研究会 

酒井英樹・教授 Executive Committee Asian Pacific Prostate Society 

酒井英樹・教授 Editorial Board International Journal of Urology 

酒井英樹・教授 Editorial Board International Journal of Clinical Oncology 

酒井英樹・教授 Editorial Board Prostate International 

酒井英樹・教授 編集委員 西日本泌尿器科 

酒井英樹・教授 査読委員 西日本泌尿器科 

酒井英樹・教授 編集委員 泌尿器外科 

酒井英樹・教授 編集委員 日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 

宮田康好・准教授 代議員 (一社)日本泌尿器科学会 

宮田康好・准教授 査読委員 西日本泌尿器科 

宮田康好・准教授 評議員 西日本泌尿器科 

宮田康好・准教授 理事 九州泌尿器科連合地方会 

宮田康好・准教授 評議員 泌尿器分子・細胞研究会 

大庭康司郎・講師 代議員 日本泌尿器内視鏡学会 

大庭康司郎・講師 評議員 西日本泌尿器科 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

酒井英樹・教授 日本学術振興財団 代表 基盤研究（C） 
PGE2 受容体阻害と緑茶ポリフェノールの

HuR 抑制を利用した前立腺癌の化学予防 

宮田康好・准教授 日本学術振興財団 代表 挑戦的萌芽研究 
尿中免疫複合体の網羅的な解析結果に基づ

く尿路癌の新たな尿路再発予測モデルの構

築 

志田洋平・助教 日本学術振興財団 代表 基盤研究（C） 
前立腺癌 AR スプライシングバリアントで

活性化する新規アンドロゲン応答遺伝子の

解明 

大庭康司郎・講師 日本学術振興財団 代表 基盤研究（C） 
腎癌幹細胞に癌周囲微小環境変化が与える

影響の解析：新たな治療戦略の開発を目指し

て 
 

松尾朋博・助教 日本学術振興財団 代表 基盤研究（C） 
免疫学的プロファイリングによる間質性膀

胱炎の病態解明と新規診断ツールと治療法

開発 
 

相良祐次・助教 日本学術振興財団 代表 基盤研究（C） 
膀胱癌の新たな診断法と治療の開発に向け

たセルロプラスミンの病理学的意義の解明 
 

松尾朋博・助教 厚生労働省 分担 難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策

研究事業） 
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HAM ならびに HTLV-1 陽性難治性疾患に関

する国際的な総意形成を踏まえた診療ガイ

ドラインの作成 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

望月保志・准教授 非常勤講師（老年医学（泌尿器科）） 長崎医療技術専門学校 

望月保志・准教授 非常勤講師（疾病論Ⅴ（泌尿器科）） 長崎市医師会看護専門学校第１看護学科 

中西裕美・助教 非常勤講師（疾病論Ⅳ（腎・泌尿器）） 長崎市医師会看護専門学校第２看護学科 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

松尾朋博・助教 一般記事 朝日新聞デジ

タル 

2018 年 
5 月 1 日 

塩分減らすと･･･おしっこ回数減 頻尿

改善、長崎大が調査 

松尾朋博・助教 一般記事 朝日新聞 2018 年 
10 月 30 日 

街中に増えるやさしいトイレ 

 
学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

宮田康好・准教授 学術集会奨励賞 日本泌尿器腫瘍学会  尿路癌患者における化学療法 

大庭康司郎・講師 AUA2018 Best Posters Award 米国泌尿器科学会 腎癌におけるローヤルゼリー 
 


